
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

全授業時間数の 9 割以上受講し、そして専門科目と専門実習科目の全て履修し、  

全単位の 9 割以上を取得した者は卒業を許可する。 

毎年 2 月に卒業判定会議を開き校長及び全教授により認定する。 


